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7月5日㈯、産業文化会館で開催される全国藩校サミット行田大会の概要をお知らせします。
大会では「藩校教育の理念を今に」をテーマに講演会、参加藩紹介、素読発表が行われます。

①
新
た
な
学
校
の
設
置

天
保
7
年
（
１
８
３
６
）
に
開
設
さ
れ
た

忍
藩
校
進
脩
館
で
は
、
藩
士
の
子
弟
の
教
育

が
行
わ
れ
、
幕
末
の
動
乱
期
に
藩
を
支
え
る

人
材
が
育
成
さ
れ
ま
し
た
。
や
が
て
、
江
戸
幕

府
が
倒
れ
明
治
新
政
府
が
成
立
す
る
と
忍
藩
で

も
新
た
な
時
代
に
対
応
す
る
た
め
、
明
治
元

年
（
１
８
６
８
）
9
月
に
従
来
の
家
老
を
改
め

軍
務
・
会
計
・
刑
法
の
惣そ

う
ぶ
ぎ
ょ
う

奉
行
を
設
置
す
る
な

ど
、
藩
の
職
制
を
一
新
し
ま
し
た
。
そ
の
中
に

教
育
関
係
の
役
職
と
し
て
洋
学
教
官
・
学
監
・

学
問
所
下
役
が
新
た
に
設
置
さ
れ
ま
し
た
。
こ

れ
に
併
せ
て
、
培ば

い
こ
ん
ど
う

根
堂
・
国
学
館
・
洋
学
館
の

三
校
が
新
設
さ
れ
た
の
で
す
。

培
根
堂
は
忍
城
成
田
門
外
の
東
に
あ
っ
た
建

物
二
棟
を
使
用
し
ま
し
た
。
初
学
者
の
教
育
を

目
的
と
し
て
儒
書
の
素
読
や
算
学
、
手
習
い
な

ど
を
教
え
ま
し
た
。
授
業
は
午
前
9
時
か
ら
午

後
3
時
ご
ろ
ま
で
で
、
生
徒
は
控
え
室
で
手
習

い
の
稽
古
を
す
る
と
と
も
に
順
次
教
室
へ
呼
ば

れ
て
素
読
や
算
術
な
ど
を
教
わ
り
ま
し
た
。
国

学
館
は
培
根
堂
の
建
物
一
棟
を
使
用
し
て
国
学

を
教
え
ま
し
た
。
洋
学
館
は
沼
橋
曲く

る
わ輪

内
に
建

設
さ
れ
ま
し
た
。

②
藩
校
の
教
員
た
ち

藩
校
で
教
え
た
教
員
に
は
芳
川
波
山
の
他
に

も
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
の
人
材
が
い
ま
し
た
。
波

山
の
娘
婿
と
な
っ
た
芳よ

し
わ
か
じ
ょ
う
さ
い

川
襄
斎
は
忍
藩
儒
と
な

り
、
幕
末
ま
で
進
脩
館
で
教
え
ま
し
た
。
波
山

の
末
子
で
あ
る
芳よ

し
か
わ
し
ゅ
ん
と
う

川
春
濤
は
江
戸
で
蘭
学
を
学

ん
だ
後
、
忍
に
戻
り
職
制
改
革
の
際
に
洋
学
教

官
を
命
じ
ら
れ
、
洋
学
館
開
設
に
力
を
発
揮
し

ま
し
た
。

数
学
で
は
、
培
根
堂
の
教
員
と
な
り
「
西
洋

度
量
早
見
」「
洋
算
早
学
」
な
ど
の
算
術
書
を

執
筆
し
た
吉よ

し
だ田
庸よ
う
と
く徳
が
い
ま
す
。
青あ
お
き木
輔す
け
き
よ清
は

洋
学
館
の
英
語
教
員
と
な
り
、
明
治
15
年
ご
ろ

ま
で
に
「
横
文
字
独
文
学
」
な
ど
数
十
冊
の
著

書
を
執
筆
し
ま
し
た
。
こ
の
二
人
は
、
明
治
初

期
の
忍
藩
出
身
の
知
識
人
と
し
て
、
注
目
さ
れ

る
人
物
で
す
。
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藩
校
教
育
の
発
展
と
教
員
た
ち

ぜひご応募ください

▼ 

日
時
　
5
月
31
日
〜
6
月
21
日
の
毎
週

土
曜
日
（
全
4
回
）
午
前
9
時
30
分
〜

11
時

▼ 

場
所
　
総
合
福
祉
会
館
「
や
す
ら
ぎ
の

里
」、
利
根
川
堤
防
お
よ
び
周
辺
の
農
道

な
ど

▼ 

内
容
　
ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

で
体
も
心
も
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
す
る　

▼ 

講
師
　
日
本
ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
ウ
ォ
ー
キ

ン
グ
協
会
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー　

▼ 

対
象
　
市
内
在
住
で
お
お
む
ね
60
歳
以

上
の
方
（
30
分
以
上
連
続
し
た
歩
行
が

で
き
る
こ
と
）
※
医
師
よ
り
運
動
が
制

限
さ
れ
て
い
る
場
合
は
事
前
に
主
治
医

に
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。　

▼ 

定
員
　
20
人
（
先
着
順
）

▼ 

参
加
費
　
3
０
０
円
（
保
険
料
、
資
料

代
な
ど
）
※
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
ポ
ー
ル
レ

ン
タ
ル
料
1
回
２
０
０
円

▼ 

持
ち
物
　
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
シ
ュ
ー
ズ
、

タ
オ
ル
、
運
動
し
や
す
い
服
装
、
着
替

え
、
飲
み
物
、
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
ポ
ー
ル

　

  （
お
持
ち
の
方
）

▼ 

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
　
5
月
20
日

㈫
午
前
9
時
か
ら
直
接
ま
た
は
電
話
で

行
田
市
社
会
福
祉
協
議
会
☎
５
５
７
―

５
４
０
０

ノ
ル
デ
ィ
ッ
クウォ

ー
キ
ン
グ
教
室

平成26年度 子育てサポーター養成講座受講生募集
　地域ぐるみの子育て支援活動に、自らの子育て体験を生かしたいという意志を持つ方が、実践活動(子育て
サポーター活動や子育てサロンスタッフなど)を推進するための知識と技量を高める研修講座です。また、行田
市ファミリー・サポート・センターの会員としての資質を磨く機会となっていますので、ぜひご応募ください。

日　　時 場  　所 内　　容 講　　師

6月3日(火)
午前10時～11時45分

中央公民館第1学習室
(｢みらい｣内)

・開講式
・開講記念講演｢子育て環
境の今日的社会事情」

野口晴久さん
(埼玉新聞社元編集局長)

6月10日(火)
午前10時～11時30分

・講義｢法律から見た子ど
もの人権と家族関係」

町田知啓さん
(弁護士)

6月17日(火)
午前10時～11時30分

・講義、実技｢乳幼児と親
にとっての音楽の効用｣

志村洋子さん
(埼玉大学教育学部教授)

6月24日(火)
午前10時～11時30分 ｢みらい｣文化ホール

・公開講座「人形劇を楽し
もう」～乳幼児とその保
護者・地域の方々の皆さ
んと一緒に楽しみ合う～

人形劇団
「タックル・ベアー」

7月1日(火)
午前10時～11時30分

中央公民館第1学習室
(｢みらい｣内)

・講義、実技｢子どもの気
持ちになって、紙粘土で
表現してみよう｣

吉田初代さん
(創造作家)

７月8日(火)
午前10時～11時30分

・講義、実技｢安心・安全
のための子どもの救急｣ 消防署職員

７月10日(木)
午前10時～正午

・講義、実技｢子どもの成長
～健診から気づくこと～｣

・交流会
・閉講式（修了証授与）

保健センター職員

▶ 対 象　子育てサポーターまたは子育てサロン
スタッフとしての基礎知識を学び、広く地域社会
に貢献したいと願う、子ども好きで健康な方

▶ 募集人数　100人(平成25年度以前の修了者の再
受講も可、年齢・性別は問いません)

▶ 受 講 料　無料(7月1日の講座は材料費300円
の実費負担あり）

▶ 主 催　行田市教育委員会、行田市社会福祉協
議会、NPO法人子育てネット行田

▶共 催　埼玉県家庭教育振興協議会
▶ 申し込み　ひとつくり支援課、行田市社会福祉協
議会、NPO法人子育てネット行田事務局で配布
している申込書に必要事項を記入の上、5月29

日㈭(必着)までに郵送またはFAXで提出してく
ださい。
• ひとつくり支援課【郵送】〒361―0052 行田市本
丸2―20【FAX】556―0770
• 行田市社会福祉協議会【郵送】〒361―0002 行田
市酒巻1737―1 総合福祉会館「やすらぎの里」内
【FAX】557―5411
• NPO法人子育てネット行田事務局
　【郵送】〒361―0032 行田市佐間
　1―13―1【FAX】556―7765 
▶ 問い合わせ　同課☎556―8319、
　同協議会☎557―5400、同事務局☎556―7765

▶開催時間　午後0時30分～1時30分
▶内 容　藩校サミット研修会（講演会）
　　　　　　 テーマ「国語教育の柱－漢字・古

典・短文作り」
▶講 師　 加地伸行さん（立命館大学シニア

フェロー・大阪大学名誉教授）
▶入 場 料　無料（未就学児の入場は不可）

▶開催時間　午後2時～5時30分
▶内 容　大会式典および記念講演
       •参加藩紹介
       • 神田紅さん（講談師）による記念

講演「江戸後期の忍藩と明治への
移行」

　　　　　　•素読発表

▶入 場 料　無料

▶ 問い合わせ　第12回全国藩校サミット行田大
会実行委員会（ひとつくり支援課内）☎556―
8319

【第１部】

【第２部】

忍藩校進脩館講堂模型


